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見直し額

森林整備地域活動支援交付金事業 ○ ○ H14 12 3 ○ 145,105 100,000 30,169 14,936 ○ ○ ○ 0

作業路網の改良活動支援事業 ○ H25 1 1 ○ 54,119 54,119 0 0 ○ △ 54,119

ふるさと山林売買等監視システム整備事業 元気な産業 ○ H25 1 1 ○ 713 0 0 713 ○ 0

森林計画事業 ○ S26 63 1 ○ 11,276 3,744 9 7,523 ○ ○ ○ ○ 0

保安林整備管理事業 ○ S29 60 3 ○ ○ 12,847 8,378 21 4,448 ○ ○ ○ 0

森林保全管理推進事業 ○ S29 60 2 ○ 1,280 534 0 746 ○ ○ ○ ○ 0

県有林推進事業 ○ H60 29 1 ○ 10,077 0 0 10,077 ○ ○ ○ ○ 0

松くい虫被害総合対策事業 ○ ○ H59 30 3 ○ 80,590 23,839 0 56,751 ○ ○ ○ ○ ○ 0

森林国営保険事業 ○ S12 77 1 ○ 2,820 2,820 0 0 ○ ○ ○ 0

林業公社分収林整備事業 元気な産業 ○ ○ S41 48 2 ○ 5,435,311 0 0 5,435,311 ○ ○ ○ ○ ○ △ 5,435,311

流木災害を防ぐ森づくり推進事業 ○ H24 2 1 ○ 20,000 0 0 20,000 ○ ○ ○ 0

治山・林道工事現場監督業務委託 ○ H19 7 1 ○ 21,170 0 0 21,170 ○ ○ 0

9 4 2 20 11 2 5,795,308 193,434 30,199 5,571,675 2 4 2 2 3 1 0 1 3 3 1 2 0 1 0 1 0 10 0 0 0 2 0 0 0 △ 5,489,430

成果指標1結果分類

一般会計

平成25年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）森づくり課

会計区分

課・室名

平成
25年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類

事            業           名
事業
開始
年度

経過
年数

事業区分 事務区分 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

福井新々元気宣言
における位置付け



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 ■ ■ H14 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 12 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

312,968 636,698 319,984 185,844

804,456 635,269 439,968 243,212

804,456 635,267 416,925 243,125

44,405 75,444 34,659 32,579

5,212 5,205 5,011 4,040

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

森林計画・管理森づくり農林水産部

事業終了
予定年度

経過年数 平成28年度 事務区分
事　業
開　始
年　度

その他

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

事      業      名 実行予算

一般会計

部（庁）

[事業目的]

含まれる事業数

△ 34.2％

△ 32.4％決 算 額 の 推 移

145,105

地域活動協定締結森林面積（ha） 3.3％

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

活動

結果分類

25年度

Ⅱ

49,660 △ 15.4％

千　円

事業効果

の推移

指標

休　　止

Ⅳ

指標

　支援対象となっていた｢作業路網の改良活動｣については、平成25年度のみ新たに
国庫補助事業となり、当事業の対象から外れた。

□ 終期の見直し
［活動指標、成果指標に対する評価］

平成25年度予算額

145,105 平成21年度（２月）に基金の積み増し（146,000千円）を実施
平成21年度末に基金の積み増し（464,000千円）を実施
平成23年度末に基金の積み増し（228,732千円）を実施
平成24年度末に基金の積み増し（100,000千円）を実施
平成25年度末に基金の積み増し（100,000千円）を実施

〕　　　＝　　　〔

そ の 他

特　記　事　項

整理統合

 〕　／　整備目標

[予算額および指標の推移等]

　適切な森林整備の推進を通じて森林の多面的機能の発揮を図る観点から、森林所有者等による計画的かつ一体的な森林施業が適時適切に行われるよう、その実施に必要不可欠な地域活動を確保するため
の支援措置を講じる。

（単位：千円）

１　森林整備地域活動支援推進交付金事業（県、市町）
　　　森林整備地域活動支援交付金の交付を適正かつ円滑に行うために必要となる経費に対し助成（交付金の交付に関する説明会等の開催に要する経費等）
２　福井県森林整備地域活動支援基金積立金（県）
　　　森林整備地域活動支援交付金を基金に積み立てる。
３　森林整備地域活動支援交付金事業（市町）
　　　市町と協定を締結し、森林施業の実施に必要不可欠な地域活動（現況調査、境界確認等）を行った森林経営計画作成者に対し、交付金を交付する。

平均伸び率

成果 森林施業（間伐）面積（ha） △ 7.7％

そ の 他

県　単 補 助 金

国　庫森林整備地域活動支援交付金事業

法定受託事務

□

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

森林境界の確認、森林施業の集約化を支援することにより、適正な森林施業が促進されている。

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移
目標値、指標の積算根拠等

□拡　　充

■ 継　　続 完　　了

縮　　減

所属の

方　針

30,169

14,936

廃　　止
より一層適正な森林施業の促進を図っていくため、搬出間伐を一体的に行うための集約化や、森林
経営計画の作成に必要な諸活動などに対する支援を実施していく。

□□

見　直　し　額

区　　　　　　分

□

国　　　　　庫

□

100,000

その他特定財源

一　般　財　源

事業開始後の見直し状況

財源内訳

□

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

計 画 の 達 成 状 況

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

－ 1 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ □ H25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ 26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

所　　属 農林水産部

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

作業路網の改良活動支援事業 含まれる事業数
事 業
区 分

[事業目的]

　集約化を図りながら搬出間伐等を行う森林所有者等に対し、計画的な施業が実施できるよう作業路網の改良活動に対し支援措置を講じる。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け

［事業内容］

既存作業道の排水施設や路面等の改良。

（単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 60,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 54,119

決 算 額 の 推 移

活動 作業路網の改良延長（ｍ） 300,000m

の推移 成果 森林施業（間伐）面積（ha）

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 54,119 　国の補助事業が平成25年度限りで終了するため、当事業も平成25年度限りで終了
し、森林整備地域活動支援交付金事業の支援対象となる。

財源内訳

国　　　　　庫 54,119

その他特定財源

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　作業路網の改良活動を支援し、森林施業の基盤を整備することにより、適正な森林施業が促進さ
れている。

□ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　平成26年度より、作業路網の改良活動は森林整備地域活動支援交付金の支援対象となるため、今
後は森林整備地域活動支援交付金事業を活用して支援していく。

見　直　し　額 △ 54,119 千　円

□ 整理統合 ■ 廃　　止 □ そ の 他

－ 2 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

所　　属 農林水産部

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

元気な産業 県　単 補 助 金

法定受託事務

部（庁） 森づくり 森林計画・管理

ふるさと山林売買等監視システム整備事業 含まれる事業数
事 業
区 分

[事業目的]

　山林の取得や利用について監視するためのシステムを構築し、ふるさと福井の山林と水源を守り健全な姿で未来に向けて引き継いでいく。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 森を市場にもっと直結

［事業内容］

１　山林売買等相談窓口の設置
　　・業務案内パンフレットの作成、企業信用調査、山林売買等に関する相談対応等
２　意識啓発のためのシンポジウムの開催
３　山林買収監視モニター制度の創設

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 713

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 713

決 算 額 の 推 移

山林買収監視モニターの委嘱（人） 1,211 モニター数1,200人＝集落あたり1人×山間部の集落　約1,200集落 

活動 シンポジウムの開催（回） 1

の推移 成果 相談窓口での相談対応件数（件）

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 713

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 713

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　条例による山林売買の事前届出などの規制に加え、４月に山林売買などに関する相談窓口を設置
するとともに、１０月に意識啓発のためのシンポジウムを開催したほか、不審な買収情報をいち早
く収集するために山間地の区長等１，２１１人を山林買収監視モニターに委嘱するなど、山林と水
源を守る「ふるさと山林売買監視システム」を通じ、県民総ぐるみで山林売買の監視を行ってい
る。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　山林売買の事前届出や小規模林地開発の届出などを設けた水源涵養地域保全条例の適正な施行
や、山林売買の相談窓口の設置や情報収集、県民総ぐるみによる監視のための意識啓発活動を行
い、ふるさとの山林と水源の保全を強化していく。 見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 3 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ ■ S26 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 63 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

20,768 15,678 22,125 10,370

20,495 15,681 18,815 9,204

20,495 15,592 18,555 8,732

273,120 273,124 273,103 273,126

73,400 57,863 26,326 80,115

27 21 10 29

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[予算額および指標の推移等]

25年度

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　森林の持つ多面的機能を十分に発揮させ、国土保全、木材生産の増大等を図るため、全国森林計画に即して森林整備・施業の考え方を定めた指針を策定する。

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単
事　業
開　始
年　度

その他 そ の 他

Ⅱ

Ⅰ

 〕　／　整備目標

Ⅰ92.5%

　森林の有する多面的機能を持続的に発揮させるため、森林施業の集約化、路網整備等を実施する
ために必要な、森林の状態や所有者情報を的確に把握するとともに、今後とも一層充実した森林整
備・施業の指針の策定を図る。

国　　　　　庫

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分

事業効果 92.4%

□

■

結果分類
11,276

11,276

0.0%273,124

273,124

□

□ そ の 他

休　　止

縮　　減

□

見　直　し　額

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□
森林の持つ機能別に、望ましい森の姿やそこに誘導するための森林整備の指針が策定され、森林施
業の規範となっている。平成２５年度は森林GISのシステム改修を行い、森林所有者情報等をデー
タ収集により迅速に更新できるようになった。

千　円

一　般　財　源

財源内訳 その他特定財源

拡　　充

完　　了

11,276

3,744

一般会計

□

□ □ 終期の見直し

特　記　事　項

補 助 金

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産部 森づくり 森林計画・管理部（庁）

実行予算

調査達成率＝調査実施面積／調査計画面積

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

△ 6.9%

△ 8.0%

△ 19.3%

平均伸び率

　森林計画事業
　　　森林測量、森林計画照査、モニタリング調査、市町森林ＧＩＳ整備、電算処理等

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

調査率（%）成果

活動 地域森林計画編成対象面積（ha）

指標

森林計画事業 含まれる事業数

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

の推移

調査面積（ha)

事業開始後の見直し状況区　　　　　　分

100

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

9

7,523

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

－ 4 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

3 ■ ■ S29 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 60 年 ■

21年度 22年度 23年度 24年度

15,425 11,206 10,304 11,833

14,762 8,253 10,302 11,581

14,630 7,422 9,616 9,810

141,856 141,906 141,984 142,036

35,260 35,525 35,752 36,149

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕計 画 の 達 成 状 況

平成25年度予算額

保安林面積（ha）

12,847

[事業の評価]

8,378

の推移

区　　　　　　分

12,847

事業効果

活動

△ 5.9%

一　般　財　源

事業開始後の見直し状況

成果

予　算　額　（単位：千円）

決 算 額 の 推 移

指標

結果分類
13,595

Ⅱ

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

□

終期の見直し縮　　減

■ 継　　続

拡　　充

その他

□

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

特　記　事　項

森づくり

事      業      名

0.8%

県　単

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

［事業内容］

指標

[事業目的]

　保安林が持つ公益的機能の保全を図るため、保安林の適正かつ円滑な整備管理を行う。

25年度

保安林内森林整備実績（ha）

森林の公益的機能を保全するため、今後とも保安林の指定、整備を進めていく。併せて、効率的か
つ効果的な整備を行うため、保安林指定施業要件の変更業務を進めていく。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

21

4,448

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

0.0%

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

平均伸び率

法定受託事務

事　業
開　始
年　度

△ 1.4%

1.0%

事 業
区 分

□

完　　了

□

□

 〕　／　整備目標

公益的機能の持続的な発揮に必要な森林を保安林に指定し、関連事業との連携により保安林整備を
進めることで、公益的機能の保全が図られている。

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□

そ の 他廃　　止

国　庫 実行予算

補 助 金

１　保安林整備管理事業
　　　保安林の指定解除・調査等（４～１１号保安林（知事権限））
２　保安林整備管理受託事業
　　　保安林の指定・解除・調査（１～３号保安林（大臣権限））
３　保安林損失補償金
　　　保安林に指定されることで財産権の制限を受ける森林所有者への損失補償を行う。

[予算額および指標の推移等]

〕　　　＝　　　〔

（単位：千円）

Ⅱ

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

保安林整備管理事業 含まれる事業数

部（庁）農林水産部 森林計画・管理

－ 5 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 ■ ■ S29 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 60 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,325 1,338 1,302 1,276

1,353 1,338 1,302 1,276

1,353 1,315 1,181 1,155

198 198 198 198

4 1 1 2

8 4 2 9

1 0 0 0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕計 画 の 達 成 状 況

平成25年度予算額

巡視日数

1,280

[事業の評価]

534

の推移

区　　　　　　分

1,280

事業効果

活動

△ 5.1%

一　般　財　源

事業開始後の見直し状況

成果

予　算　額　（単位：千円）

決 算 額 の 推 移

指標

結果分類

林地開発許可件数

1,274

Ⅰ

林地開発監督処分件数

林地開発許可件数

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

□

終期の見直し縮　　減

■ 継　　続

拡　　充

その他

□

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

特　記　事　項

森づくり

事      業      名

83.3%

県　単

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

［事業内容］

指標

[事業目的]

山火事などの森林被害に対して、森林保全のための巡視活動や林野火災の予防体制強化、予防意識の啓発等を行い、森林保全の推進を図る。
また、森林の開発行為の規制を行いながら、適正な森林の開発行為を指導し、森林の持つ多面的機能の向上を図る。

25年度

林野火災件数

無秩序な開発防止など適正な森林保全のため、今後とも民有林内の巡視や森林保全の普及啓発を実
施していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

746

評価に基

づく今後

の 対 応

財源内訳

0.0%

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

平均伸び率

違反行為に対して措置を講じた件数

法定受託事務

事　業
開　始
年　度

△ 1.0%

△ 1.4%

事 業
区 分

□

完　　了

□

□

 〕　／　整備目標

多様化する林地開発行為に対して適正な指導監督を行うことで違法行為を未然に防止している。ま
た、林野火災件数は減少しており、近年の１都道府県当たりの平均発生件数（20～50件程度で推
移）と比較しても大幅に少ない件数に抑えられている。所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

千　円

□

□

休　　止

整理統合

見　直　し　額

□

そ の 他廃　　止

国　庫 実行予算

補 助 金

１　森林保全管理事業
　　　保安林を含めた民有林を対象にして、林野火災予防、違法行為の発見、指導、盗伐等の防止、林野災害発見等を目的とした森林保全活動を実施する。
２　林野開発許可制度実施事業
　　　開発行為の許可、開発行為の監督処分

[予算額および指標の推移等]

〕　　　＝　　　〔

Ⅰ

（単位：千円）

Ⅱ

8.3%

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

森林保全管理推進事業 含まれる事業数

部（庁）農林水産部 森林計画・管理

－ 6 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ □ H60 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 29 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

20,701 23,779 12,970 11,508

17,295 23,477 12,745 9,318

17,295 23,477 12,745 9,324

17,295 23,477 12,745 9,324

450,035 473,512 486,257 495,581

456,725 466,233 474,997 483,466

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

[予算額および指標の推移等]

25年度

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

県有林事業の推進

事      業      名

法定受託事務

事務区分
事業終了
予定年度

経過年数

国　庫

県　単
事　業
開　始
年　度

その他 そ の 他

Ⅳ

Ⅱ

 〕　／　整備目標

Ⅱ1.4%

　県営化後の森林管理については、経営の効率化を進め、コスト削減や間伐材の有効活用、環境保
全重視の森づくりを進め、県民共有の財産である森林を県が適切に管理していく。

国　　　　　庫

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分

事業効果 3.0%

□

■

結果分類
5,769

10,077

△ 7.2%10,083

505,664

□

□ そ の 他

休　　止

縮　　減

□

見　直　し　額

継　　続所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□
適期の保育施業を実施し、健全な森林整備を図ることで、県有林蓄積量が確実に増加している。

千　円

一　般　財　源

財源内訳 その他特定財源

拡　　充

完　　了

10,077

一般会計

□

□ □ 終期の見直し

特　記　事　項

県有林事業を適正に実施するため、一般会計から県有林特別会計に貸付するも
のであり、成果については県有林特別会計において記載

補 助 金

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

農林水産部 森づくり 分収林経営部（庁）

実行予算

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

△ 22.9%

△ 7.2%

△ 12.3%

平均伸び率

１　普通林の維持管理経費

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

県有林蓄積量（㎥）成果

活動 県有林特別会計への貸付金

指標

県有林推進事業 含まれる事業数

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25度予算額

の推移

県有林特別会計への貸付残高

事業開始後の見直し状況区　　　　　　分

481,975

計 画 の 達 成 状 況

指標

廃　　止

10,077

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

－ 7 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

3 ■ ■ H59 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 30 年 □

 21年度 22年度 23年度 24年度

106,698 104,019 90,600 85,235

95,511 77,980 78,226 76,621

95,508 77,550 78,210 76,187

789 767 766 695

2,236 1,656 1,413 1,341

9,474 8,478 5,429 5,590

1,524 2,688 1,892 341

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　より効果の高い予防手法および駆除手法の導入を図りながら、森林被害の減少を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　予防事業および駆除事業を総合的に実施することで、被害拡大の抑制が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 23,839

その他特定財源

一　般　財　源 56,751

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 80,590

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標 ナラ類被害材積（m3） △ 11.7% Ⅳ

Ⅳ

の推移 成果 マツ被害材積（m3） △ 14.5% Ⅳ

事業効果 指標 松くい被害駆除材積（m3） △ 15.2% 松くい虫総合対策および特別対策により実施した駆除事業の実施材積

活動 松くい被害予防面積（ha） △ 4.1% 松くい虫総合対策および特別対策により実施した予防事業の実施面積 Ⅲ

82,613 △ 6.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 80,590 △ 3.7%

決 算 額 の 推 移 △ 6.8%

［事業内容］

１　松くい虫総合対策事業
　　　①予防事業（空中散布、地上散布、樹幹注入等）
　　　②駆除事業（伐倒駆除等）の実施
　　　③安全確認調査、普及啓発活動、発生予察等
２　松くい虫特別対策事業
　　　総合対策の対象外地域における景観上保全すべき自然公園区域における松くい虫対策
３　ナラ類の集団枯損被害対策事業
　　　ナラ類の集団枯損被害に対する予防、駆除事業

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　松くい虫等の森林被害を防ぐため、さまざまな防除・駆除手法を総合的かつ計画的に実施することで、被害の蔓延を防ぎ、森林資源の保全を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 森づくり 森林計画・管理

松くい虫被害総合対策事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

－ 8 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課 Ｇ

1 ■ ■ S12 年度 □

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 77 年 ■

 21年度 22年度 23年度 24年度

3,551 3,477 3,288 2,965

2,751 2,427 2,488 2,909

2,751 2,427 2,488 2,909

790 696 612 677

10.6 9.9 9.7 9.2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　近年においても雪害等の気象害による折損被害が発生していることから、引き続き森林国営保険への加
入を推進する。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　森林国営保険の加入により森林経営の安定が図られている。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 2,820

その他特定財源

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 2,820

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 保険加入率（％） △ 4.6% 保険加入率＝契約面積／民有林人工林面積 Ⅲ

事業効果 指標

活動 保険加入面積（ha） △ 4.4% Ⅲ

2,992 △ 4.1%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 2,820 1.1%

決 算 額 の 推 移 2.6%

［事業内容］

　森林国営保険委託事業
　　　森林国営保険の事務（国からの受託）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

[事業目的]

　森林国営保険の加入を促進し、森林被害における林家の損害を補填し、被害森林の復旧意欲の向上と森林経営の安定化および森林資源の保全を図る。

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

平成 自 治 事 務

経過年数

事      業      名

福井新々元気宣言に
おける位置付け 法定受託事務

部 森づくり 森林計画・管理

森林国営保険事業 含まれる事業数
事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金

所　　属 農林水産

国　庫 実行予算

事務区分

その他 そ の 他

－ 9 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

2 □ □ S41 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 48 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

1,630,592 1,635,652 1,670,660 1,685,988

1,622,522 1,641,735 1,649,370 1,681,809

1,622,521 1,636,722 1,649,352 1,675,274

723 679 760 0

7,300 5,034 17,266 7,521

49,726 49,999 50,265 50,511

49,725 49,999 50,265 50,511

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

56.7%
目標値、指標の積算根拠等

25年度

1,405

△ 7.1%

5,435,311

□□

△ 5,435,311

1.1%

事業効果

国　　　　　庫

計 画 の 達 成 状 況

予　算　額　（単位：千円）

指標

財源内訳

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況

83

〕　　　＝　　　〔

皆増

 〕　／　整備目標

0.5%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

当 初 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

特　記　事　項

指標

の推移 貸付残高（百万円）

活動

0.5%

成果

所属の

方　針

[事業目的]

（公社）ふくい農林水産支援センターが実施する分収林整備事業に要する経費に対する助成を行い、事業の円滑な実施を支援する。

１　分収林整備事業に要する経費に対する助成
２　公庫・民間借入金の償還元金および利息に対する助成

保育事業量（ha）

保全事業量（m） 18.5%

森林資産（百万円） Ⅱ

拡　　充
［活動指標、成果指標に対する評価］

5,435,311一　般　財　源

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 完　　了

縮　　減 □ 終期の見直し

平成19年度　　公庫借入金のうち高利なもの（3.5％：12億円）を低利な民間銀行
　　　　　　　　　 資金に借換え、将来利息を軽減
平成20年度　　入札制度の見直し（一般競争入札の導入）
平成21～23年度　　国費10/10による定額助成方式の森林整備事業の活用に
　　　　　　　　　　　　より、新たな公庫資金借入を取り止め

□ □ 休　　止

平成25年度末　債務整理を行い、センターの林業部門を廃止し県営化
①民間金融機関からの借入金（４３億円）は、県が引き受け後繰上償還
②公庫からの借入金（１１０億円）は、県が引き受け後約定償還
③県貸付金（３４４億円）は、森林資産で代物弁済後、上記①・②を含めて債権放棄
（４９６億円）

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］
□

その他特定財源

継　　続

整理統合
　県営化後の森林管理については、経営の効率化を進め、コスト削減や間伐材の有効活用、環境保
全重視の森づくりを進め、県民共有の財産である森林を県が適切に管理していくことから事業を廃
止する。

　平成22年9月以降、検討を進めてきた外部有識者による検討委員会から、平成25年2月に提言を受
け、平成26年3月末に債務整理を行い、センターの林業部門を廃止し、県に事業を移管した。

[事業の評価]

5,435,311

Ⅰ

千　円

廃　　止

保全施業：作業路開設、補修

見　直　し　額

■ □

Ⅱ

そ の 他

Ⅰ

特別会計
企業会計

会計区分

分収林経営

法定受託事務

保育施業：除伐、間伐、枝打ち等

事　業
開　始
年　度

事務区分
事業終了
予定年度

実行予算

経過年数

そ の 他

平成25年度

林業公社分収林整備事業 含まれる事業数 国　庫

県　単元気な産業

結果分類

事 業
区 分

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属 森づくり

一般会計

部（庁）

区　　　　　　分

補 助 金

農林水産部

事      業      名

平均伸び率

1,153,027

その他

［事業内容］

（単位：千円）[予算額および指標の推移等]

－ 10 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

22,000

22,000

22,000

32

25

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

含まれる事業数 国　庫流木災害を防ぐ森づくり推進事業

県　単

森づくり

補 助 金

実行予算
事 業
区 分

農林水産部

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

事      業      名

部（庁）

事務区分
事業終了
予定年度

森林保全

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移
結果分類

20,000

25年度 平均伸び率

△ 9.1%

△ 9.1%

決 算 額 の 推 移

[事業目的]

　　　渓流沿いの森林を整備することにより、今後の豪雨等による山地災害の未然防止を図る。

　　　・渓流沿いの倒木や危険木等の伐採除去
　　　・崩壊防止機能を高めるための周辺森林の間伐

[予算額および指標の推移等]

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

ⅠH25までの整備52ha／全体計画128ha

千　円

平成28年度

そ の 他

□

完　　了

□

20,000

事業開始後の見直し状況

終期の見直し

Ⅳ

□ 休　　止

□

一般会計

△ 37.5%

（単位：千円）

経過年数
事　業
開　始
年　度

継　　続

法定受託事務その他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

整備率（％）の推移 62.5%

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 縮　　減

見　直　し　額

拡　　充 □

 〕　／　整備目標

区　　　　　　分 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況

そ の 他

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

□

□整理統合 廃　　止

■

流木発生の危険のある渓流を整備することにより、地域住民の安全・安心が図られている。

今後も事業を継続し、今後のゲリラ豪雨等に備え、山地災害の未然防止・軽減を図るよう努めてい
く。

国　　　　　庫

指標

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

財源内訳

20,000

指標

一　般　財　源

成果

平成25年度予算額

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

その他特定財源

流木被害危険地の森林整備（ha）

20,000

活動 20

41

事業効果

－ 11 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 □ ■ H19 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 7 年 □

21年度 22年度 23年度 24年度

30,631 31,382 31,843 27,851

30,631 30,322 31,843 26,653

30,631 30,322 30,336 26,653

100 91 105 104

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

　人員削減による１人あたりの業務量の増加に対応するため、現場監督業務を(公社)ふくい農林水産支援
センターに委託することにより、負担軽減を図ることができ、十分効果的である。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　現場職員数が減少している中、公共工事の必要性、透明性の確保、環境への配慮等多様化し、業
務量は増加しており、今後も引き続き業務委託により効率化を図っていく。

見　直　し　額

拡　　充

一　般　財　源 21,170

[事業の評価]

□ 縮　　減 □ 終期の見直し

所属の

方　針

予　算　額　（単位：千円） 21,170 成果指標…公共工事の適正な事業実施を図る。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

指標

＊目標数値を設定することが困難なため、特記事項に記載

事業効果 指標

の推移 成果

当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

21,170 △ 8.2%

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 21,170 △ 8.2%

活動 委託工事件数 122

結果分類

5.7%

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

△ 4.4%決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分

[事業目的]

　治山・林道工事の現場監督業務の一部を委託することにより、業務の簡素化を図る。

［事業内容］

・業務内容　各種土木建設に伴う立会、検測、材料確認、出来高確認等

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

25年度

事      業      名 治山・林道工事現場監督業務委託 含まれる事業数
事 業
区 分福井新々元気宣言に

おける位置付け

事務区分

自 治 事 務

経過年数 －

国　庫 実行予算

その他 そ の 他 法定受託事務

事業終了
予定年度

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

森づくり 森林保全所　　属

県　単 補 助 金

農林水産部 部（庁）

事　業
開　始
年　度

－ 12 －



別紙２

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

県有林維持管理費 力強いプライドの農林水産業 ○ 明治38年度 109 1 ○ 104,829 51 q 0 ○ ○ ○ 0

1 1 0 0 1 1 0 104,829 51 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

平成25年度事務事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 県有林事業特別会計

課・室名 森づくり課 （単位：千円）

事務区分

平成
24年度
予算額

 財源内訳

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数

同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

活動指標1結果分類 活動指標2結果分類 成果指標1結果分類 成果指標2結果分類  評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応



別紙１

□
■ （ 県有林事業 ）
□ （ ）

課(室) Ｇ

1 ■ ■ ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 109 年 □

 21年度  22年度  23年度  24年度

82,959 95,143 60,413 68,639

105,210 60,725 33,413 68,588

105,210 37,829 33,413 24,677

34 24 44 29

456,725 466,233 474,997 481,461

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

部（庁） 森づくり 森林管理

元気な産業 県　単 補 助 金

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 農林水産部

事務区分

自 治 事 務

経過年数

事      業      名 県有林維持管理費 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

福井新々元気宣言に
おける位置付け 力強いプライドの農林水産業 その他 そ の 他 法定受託事務

[事業目的]

 県有林における基本財産の造成を図りつつ、模範的森林・林業の管理、経営の実践を図り、地域林業の振興に貢献する。経済林の造成のみでなく公益的機能を高度に発揮できる森林の造成を図る。

事　業
開　始
年　度

明治38年度
事業終了
予定年度

［事業内容］

１　保育事業　林木の成長促進、保護および材質の向上を図るための保育施業を実施する。
２　保全事業　植樹祭地の管理、県有林内の作業道等の修理を行う。
３　管理　　　県有林の適正な管理を実施するため、監視人の設置、林道管理負担金の支払い、台帳の整理等を行う。

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

区　　　　　　分 25年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移

Ⅰ

104,829 11.1％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 104,829 17.7％

決 算 額 の 推 移 △ 34.0％

活動 県有林保育面積（ha） 10 6.6％

の推移 成果 県有林蓄積量（m3） 481,975 1.4％ Ⅱ

事業効果 指標

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 104,829 平成25年末　ふくい農林水産支援センターの林業部門を廃止し、県に事業を移管した

財源内訳

国　　　　　庫 51

その他特定財源 104,778

一　般　財　源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
適期の保育施業を実施し、健全な森林整備を図ることで、県有林蓄積量が確実に増加している。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

経営の効率化を図りながら、コスト削減や間伐材の有効活用、環境保全重視の森づくりを進め、県
民共有の財産である森林を適切に管理していく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

         県有地県有林   県行分収林      計 

 箇所数         ７            ５８           ６４ （１箇所重複）  

 面積（ha）     ４５４       １，９９２         ２，４４６ 

－ 13 －


